
i奏 ,オ リエンテー サンタ損 資 親れ

,1■ 極 副

(る力)
第14本 今は i養 環すサエンテーリンタ機会(ω ba crle“牽b`ハ 苺蒟江市n店
所C的 とホする

(■務所)
窮24■ 姿は ■あ所海 務局工宅に■く

第2■ 目的云0■ 卒

(目的)
第34ネ 会,オ リエンテーリン/vD!及 を国″ Ⅲ申つntrと ぉ社り々題及JR民 ス
メーン塩栄 こ～与することを目的とする

(■奏)
有4奈 ネ会は 向茶り目的を送茂するため よめ■発を4r,
(1)大 会めH‖ 車,■ |こ関すること
(2)nFl全 研覧会に四すること
て3)'与 資め=成 ヱJ章 ■の向上に関すヽ と
“)拍 車より貫持層定五す【新(口 す●=と
(5)環 内′`一マネントJ一 スに関すること
(6)田 =研 究に国すること
17)(4L日 本オリエレケ ー,″ 題今0)ヽ に増すること
(8)関 係機B8は 日“草をのほ力|こ□すること
(0モ めに 本全の目的どt rrわ ためて必要な車

章0■ 沼 Ⅲ

(■ぬ)
年54■ 全は ″め全Rを もって領練f5
(1)を 通姿Rオ リエレケ ーリツグど■年するすft蔵 転 □“ コ人 またと理,

会り斥選を4rLり
(2),弱 合貫 本会の,奈 に"し特別の日係をもつている またはや"の ■助どするま

人とる立ヽコ日人であぅて 霞F‐ の承8を 行も め
(3)石 普今エ ネ会|こ特別tr b努があった者または学=窪 い者であつて理'会 の承四g

打だi

て大奈)
tS英 とお会A及 び贅助会Aとなる1こは 所定の人■申込ttに 出したすればならな立、
ただし 々普会■は大会義 要iす ■人のネ稼お て会ArJrうものどす
る
2入 今めH●とみを行うとさは 求会所定り会■を常大しなければならな立ト

(資をのま共)
研74会 Rは なの●高【と ぅて=り賞おを空真すれ
(1)E会 したとこ
●)はち部 たとき

(退会)
■8姿 姿Rが 遅全し■,とするとさは 理由ttし て逆会幅をを,■ に控山じなすれば
jrら
な,、

2全 力ど1年以上村輸したときま EttLtも のとみ rf

(廃ち)
第0姿 =氏 が本■の4■ を“つけ またヽ=全 め目的に考しくお辰する行売″あ たと

,8PD iOコ "o●



言は 磨全のとよにより=れをいる,る ことがで るヽ

第4■ 震 R

(段氏)
第10資 本会に来の2● を■く
会 R lる  印 会長 者 ■4 霞 ,■ 1名  劇 題tr 24
理 , 者 十ち ヤ 務局長 1る  暗 ■ 2名  ■ 間 者千ち
,卓  者 千ち

(会長及びコ0■ )
第114■ 貫云I lr印合=に は会でこ“湖七十する
0会 々は ネ会を代表すA
3印 会長ヽ 会Rを おにし 0長 に,法 あ とさスは大 すたときま 会長コ巧 功 し,
ヤ名した駒ヤに■,そのP務 を代行す転
4会 ,ス す口会■は 強にど同時に窪= jる
こ 会=工 どヨ卓=は ,べ ての■首に出席▼てき,を 速大ることがでど4

(窪■長及すコ自■長)
第1″芸 電,=云 J印 窪'を は 窪=め 工遭による
24子 々は ■会め会おを経霞す在
0割 理や表は 題=長 を鳴生し 題■資に,故 あると言又はAす たときま 窪=長 め
的 しヽめ指名り打 庁に■,そのコ務を代行すこ
“理■■xす コ電子=は ,べ てめ姿と1こ出席してを■を述六る■とガてきる

(理的
第10奈 窪Ⅲは お会てこれをに整すれ
2塵 ■は 理F‐ に,し 会議を喜態し 決定すこ

(tt局 長)
第14キ ヤ書月■は 峰会で現 を括やする
2■ 務"々 い 本会の■務をお窪し tErを 司る
3=務 局震は 理手全のよ“どこて,務 局■どこくことがでどう
4■ 務局■に 臨をと同時に窪手し 氏

(Etl
寄15究 騒■は 経会て書にす札
2磁 =,本 会の姿rrを―ヤし 選,=工 r確 資に相じf/p

(口m)
第164ほ 間は 4t全 め控革により会長″ti牽 鳴する
'● 同■ 本資の■要,項 についてお間に応する

(●■)
第17楽 ●■は ヤ奏,内 【… 1)5オリエシテーサン/r工 ■日に力よりわ た者のな
わ"ち 窪■会めに喜により会長力ヽ 江を章,す る
2李 ■は 本会り=書 |こ今日するものとする

(に窮)
第184会 長 割会長 をrP抑 理■■ 窪ゃ ,務 局長 堂,の に"は 2年間とす
れ

岳需要に軸 と者のなこ"いとt5
4■ に オ こlttt'",い
5捜 Aは 【"出 7鈍 霞にの臨こまではそのヽ議を市

算5 ' ● 同商 全

(,「Ⅲtr全)
第194■ 全になの■円部全殺 ,胡 浜その値必rjAttAを は
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(1)章前観全
(2)宮慶前草
2麗 '会 が必要と0い た4合 新たに,田 部合,Eく ことがでどる
0事 Ⅲ"全 に関するtXは な=草 の,Aを 極てコに定め生

革6 ■0 と

(■翔
第20資 本全/7全と,E全 江`理 手全とする

(穂■)
第21姿 核合は ,通 会貫どもうて,成 し 年1口会="t拍 車する ただL会 長が必
要と“めたと言=底 "巾 t車 するこどう̀て=る
2と 長は 出席=の ここによる
0驚 ■は なに打 アうよ=を 態決すこ
(1)資 Aの 言出
(2)=準 tr虜妥7ru支 予,の A定
(3)=栄 縛宮工rrt真 英■の承理
(4)規 れま度のネ再
(5)モ の組 ■全の選官 こ内するとま,■

(樽全の曽ま樽)
第224格 ■にヽ するとドをはよのとおりとす汽
(1)想 口■愛↓字と田rは 面に加盟員霞ど磯漢ヽ普とすhた だLこ れを,サ て,
使することはてどな↓、
(2)■ 人資Aス す公離脩苺資は臨ま樽「lJを有す在 ただし 一取□い云び学生回r
i劫 ョしている4合 でも別に議決おとを「lJを■する
(0)と よに機ヽ卓申 力1日勇との草員数どE窺 する ただし 年と口hは 前年度3

月Sヽ日鞠宮の草Rま を■,f4

(ほ会の成立)

第20資 材資は は英ね0ま め2,の 1以上う̀出席した,れ ば驚姿抑 =曽 決すなこ

と力Iて=な い ただし 同一,=|こ ついて再座招=を したと言,こ のほりではない
2を 誉りお,は 出席右のは決tの も■まをもつて英し 可否同とのど=は 残々のよ

するところによう
0務 含め常茂員が李いに出席てさないとさ● ●面都 ってと長にと瓜tを 奏こす0こ
とガて言る とめ毎合 奏こした=ま 山麻したヽ りと,転

(震子会)
第24資 基子会 工 を■をもって行蔵■ 4要 1古 して題=長 力1ねなす在
2と 長は 4t表 とする
3電 子会は 務■りは英した,■ のはヽに口第 ことををはし いをする
4窪 子会は 緒会に打なす本吉='に いすることををおし 漢店する
0そ の他 資所の獣,こ 四すをととををとし 於定する

(窪子会り成立)
■,S芸 塵=全 は 理Ⅲの2分の1以上が出席しな,trF■ 会ど臨ど と英すること
力1でさない ただし 同一,項 について再座招=を したとさはこのほりヽ キ、V、
2客 子資のと子は 日常=の おま樽の過半豪をもつて茂L可 否同郵つときま おえの

貯 あところ14在
0理 ●全のを直員が資とに出席ヽさをいと言は ,面 をもってEt長 こと東■を奏とす
ること'`てされ この0合 客にした者は 出席したtめ と,rFi

有″章 済産氏ひ合rl

(草との々産)
環26浜 本会の質と よ よりおりをすれ
(1)合 費
(2)“ とからとす0収 入
(3)=英 取大
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(4)壊 托査 お既査工rttt登

(5)そ の他のは入

ど壕疾
¢
宗香ぢ喜申==窪あつてますすこ

(コ奈0め 妊基)

第284■ 医末において'4査 ″=したと言ま その全続また =―前麹 年度にいり饉

し また =宙立0とし Rみ 立てあ つとすな

(会■年度)
窮00資 本会り会所■度は 勲 月1日におまり翌年3月31日に,■ ^

算8'様 則

((p日 4tリ エン'一 ソンタ鶴会へめカロ)

第304京 合は (ω 日=iワ エンテ
ー′シ′“会に加盟し てのIRと を4

(規"の ま廃)
第31資 本会の規内は 材全にヽいて“席成 と決tの 3分の2以との同意を4な けれ

ば苺産す`ことがでごな↓、

(■副)

第32資 切 規おり妊行に国し必率'■ =は 強会のと太を窪て,に 定暁

所 副
ェこの短れは 昭和01年7月13日からと'す る
2昭 和61年度の■H年 度は 昭和61年7月13日に打=,昭 和62年3月31白を

もつて鷲7す る また 昭和61年度連日の役■のに期は 昭和00■0月01日 =(

す る
0平 成0ヽ 月1l H一部FjI
4平 成5年萌 22日―師まヽ
5平 成0年切 0ロ

ー前な二

【会費】
会,オ ■額とし 団体ならすにコ人 公題柏4■ を行成によりよりとおりとすこ
(1)―皮田Ⅲ    6口 "円 十日r加 盟員はX2的円(にし20m"Hを ほ産額とすな )
てら学生団は    lⅢ "Pj■国に加盟二数Xl∞円(Eい 0000口をml霞練とす生 )
0旧 大会■    l FO円
的 /H指 Ⅲ■   Sm円 い 分)
なヽ 公密穂率■'こついて工 2年々のこ車t前 の際に一括納入する
また 公四カ4■ (1)の 1劫 証 ていなtめの今,の ま額 =行わな↓、

●ヒ じ 1,0… …


